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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、地域資源開発経営のためのハード・ソフトを包括した分析モデルを
構築し、具体的な経営モデルとして体系化することにある。
本研究は、地域資源分析モデルとしてのIBECモデルを提唱した。IBECモデルは経営資源を価値観で２軸に分けて
分類する。１つの軸が伝統技術などの歴史を尊重するか、革新を尊重するか、であり、もう１軸が製品資源とし
ての経済学的価値と製品やサービスを使用して得られる経験価値である。
実証研究の結果、従来のものの価値を地域資源として重視することに対して、経験（こと）に価値を重視する地
域資源の、特に観光分野における地域経済の重要性を確認した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to construct an analytical model that encompasses 
both hard and soft aspects for local resource development management and to systematise it as a 
concrete management model.
The study proposed the IBEC model as a local resource analysis model: the IBEC model categorises 
management resources along two axes in terms of values: one axis is whether they respect history, 
such as traditional technology, or innovation; the other axis is the economics value as a product 
resource and the value obtained from using the product or service The other axis is the economics 
value of the product as a product resource and the experiential value gained from using the product 
or service.
The results of the empirical research confirm the importance for the local economy (especially in 
the tourism sector) of local resources that emphasise value in experience as opposed to the 
traditional value of things as a local resource.

研究分野： 経営学

キーワード： 地域資源　ロヴァニエミ　オウル　ノキアショック　スリランカ　アーユルヴェーダ　錦市場
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、地域資源のマネジメントを対象として、主として企業主導で戦略的に地域づくりをするマネジメント
手法を地域資源の特性の違いから明らかにすることを試みた。本研究の成果は、イノベーションやベンチャー企
業研究におけるベンチャーが起きやすいまちづくり、観光研究における国内外から観光客を誘致する上で魅力あ
る地域資源構築などの点で寄与する。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
【問題意識】経営学における文化に関する研究は、芸術文化、企業文化、国の文化等多岐に渉る。
文化を地域資源の文脈に限定してレビューすると、圧倒的に芸術文化や観光、まちづくりに関す
る研究に偏る。文化は地域や組織、人が持つ価値観や思考体系である。例えば日本文化が日本型
経営に反映されるように、文化は経営モデルに埋め込まれる。だが、経済のグローバル化が進む
中で、日本型経営がグローバル市場で持つ軋みが露呈し、その歪が大きくなってきたことは多く
指摘されている。 
 世界が認める日本の良さは、伝統に培われた技術や丁寧な仕事、おもてなし、サブカルチャー
等であり、これらには輸出可能なものも、輸出困難であるが観光資源としての地域資源になりう
るものも存在する。 
 こうした日本の地域資源の特質を、シリコンバレーのように速度、オープン・ネットワーク、
多産多死のベンチャー気質を強みとする経営風土を持つ地域と比較して、シリコンバレーをベ
ンチマークにできるわけではない。 
 Jacobs（2012）は地域が重視すべき地域独自の資産として、歴史、文化、祭り、地域の産業な
どを指摘する。だが、地域が持つ経営資源を領域横断的に分析する経営モデルは意外にもいまま
でほとんど提示されてこなかった。日本政府による「クールジャパン」戦略が今ひとつ国内外に
訴求しないのも地域資源の特性を分類・分析する視点が不十分だからである。文化を単に文化事
業や文化政策という狭義で捉えている限り、総括的な日本の地域力や国力の向上は望め無い。文
化とは価値観や物の考え方、人の働き方であり、それは企業の戦略や経営モデルにも影響を与え
る。従来の地域資源や活性化研究の多くが対象とする地域コミュニティモデルに限定せず、地域
資源を産業・文化の集合体と捉え、企業や地域が地域資源の伝統を活かし、あるいは革新的に経
済発展に繋げる為に、地域資源を自己評価できる枠組みの提案を目的とする。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、地域資源開発経営のた
めのハード・ソフトを包括した分析モデ
ルを構築し、具体的な経営モデルとして
体系化することにある。 
本研究は、地域資源分析モデル（IBEC
モデル（図１））に基づいて調査・研究
する。IBEC モデルでは、経営資源を価
値観で２軸に分けて分類する。１つの軸
が伝統技術などの歴史を尊重するか、革
新を尊重するか、であり、もう１軸が生
産資源としての経済学的価値（製品・サ
ービス）と製品やサービスを使用して得
られる経験価値（Schmitt,2000,2003）
である。        図１： IBEC モデル 
 各類型は文化を示す。伝統や歴史を尊重しつつ、生産資源価値を大切にする類型を「Creator」
と呼び、技能伝承や里山資本主義による資源深耕が課題となる。伝統を尊重しつつ経験価値を重
視するのは「Encounter」であり、座禅や祭りなど異文化との出会いが課題となる。同様に、生
産資源価値を重視しつつ既存の価値観を大きく変える革新的活用をするのが「Innovator」であ
り、それが経験価値の類型(「Ba」)では場の創出が価値を生み出す。図１に各類型の実例を示す。 
 地域資源経営に関する議論は、アートプロジェクトや観光などのソフト面、あるいは地域の産
業集積など限定したトピックに関するものがほとんどである。研究の数に反して、地域の文化と
関係性の低い草の根的アートプロジェクト等は、地域に定着せず、数回のイベント開催で失速す
る事例が多い（小山,2015）。本研究で提案する IBEC モデルは、地域が持つ伝統や文化を活か
し、あるいは新たに産出し、ソフト面・ハード面で地域資源を長期継続的に活用・発展させる経
営モデルを見い出すなど、地元資源を再評価する指針となり、実践面でも地域資源を開発する経
路を示唆することができる。目指すのは、地域資源としての企業や技術、文化に誇りを持てる地
域活性化の姿である。 
 
３．研究の方法 
IBEC モデルにおいては、各類型間で以下の相違が想定される。本研究ではこれらについて、実
践例を調査して積み重ねることで明らかにした。（表１） 
主たる調査対象としたのは、以下の地域資源である。 
Creator: 鶴岡市、小笠原諸島父島、 
Innovation：フィンランド・オウル市 
Ba：（韓国の事例を現地調査予定であったが、研究機関後半が COVID-19 による渡航制限の影



響を受け、現地での調査ができなかった。）、フィンランド・ロヴァニエミ市 
Encounter: 京都市錦市場、スリランカ、スペイン・バスク地方 
上記の調査対象都市に対し、2018 年度、2019 年度の 2年間及び 2022 年度において訪問・調査を
実施した。 
 
表１：IBEC モデルにおける各分類の特徴 
 

４．研究成果 
研究の主な成果 
実証研究の結果、最終的な知見を図２に

示す。図２は、IBEC モデルにおいて、従
来のものの価値を地域資源として重視す
ることに対して、経験（こと）に価値を重
視する地域資源の、地域経済における重
要性を確認した。特に、地域が観光客を誘
致する上で、異文化との出会いを価値体
系の中心に据えて地域資源や地域のビジ
ネス経済を構成したり育てることに成功
した事例（スリランカ・スペインバスク地
方）の他、新たな価値観を導入し、それを
差別化の要因とすることで、観光客を誘
致するビジネスモデルの成功例（フィン
ランド・ロヴァニエミの事例）に付いて調
査した。                 図２：戦略的地域資源経営への示唆 

             
両者の違いは、ビジネスモデルを構築する上で、元々そこに行かないと経験できない粘着性の

高い資源が地元にあった事例と、元々はそのような資源がなかった地域に、新たな概念を持ち込
み、地域資源を構築することに成功する事例との違いである。 
また、ものづくり地域においても、伝統的な技術や技を重視する地域でもそれを深化させる地

産地消の取り組みや、地域への観光客を制限することでプレミアム感を増し、地域に住む住民が
新陳代謝することで地域の中心産業である観光業の老齢化が防がれるという特性を持つ地域（小
笠原諸島）の存在などが明らかになった。Creator の分類は、高齢化による参加者の退出が大き
な問題となるカテゴリーであるため、このような事例は特殊な事例であると言える。また、
Innovator に関しては、フィンランド・オウル市の調査が良い事例であった。オウル市は元々は、
ノキアの企業城下町だったが、2008 年頃にスマートフォン市場の急進にノキアが乗り遅れたこ
とが原因で、ノキアは携帯電話事業をマイクロソフトに売却した。このことで大量の失業者が予
想されたのだが、ノキアとオウル市のスキーム（インキュベーションセンターとして機能するビ
ジネスオウル）等の取り組みにより、元ノキアの技術者が起業をすることで、ベンチャー企業が
多く発生する「北欧のシリコンバレー」と呼ばれる都市へと変貌した。このような違いを観察す
ることで、図２に示すような、地域資源の活用には、プレミアム化―標準化、と、ユニバーサル
―ローカルという２つの方向性があることを示した。 
得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 
本研究は、地域資源のマネジメントを対象として、主として企業手動で戦略的に地域づくりをす
るマネジメント手法を地域資源の特性の違いから明らかにすることを試みた。本研究の成果は、
イノベーションやベンチャー企業研究におけるベンチャーが起きやすいまちづくり、観光研究
における国内外から観光客を誘致する上で魅力ある地域資源構築などの点で寄与する。 
今後の展望 
本研究プロジェクトにより、地域資源の分類法としての IBEC モデルの有用性が示された。また、
調査の結果、地域資源の分類は固定的なものではなく、地域資源は関わる人々の努力や利害関係
者の変化によって、動態的に変異することも明らかになってきた。こうした IBEC モデルを用い
た地域資源の評価、深化、変容について、さらなる実証研究が求められる。 
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